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センター長挨拶 

 

 本事業は、産業動物防疫リサーチセンター（CADIC）の強みを活かす防疫分野での研究推進及び人材

育成の地域・国際拠点の形成を目指す活動の一環として、「産業動物防疫リサーチセンターの教育基盤強

化による産業動物防疫の地域・国際教育拠点の創成とグローバル人材育成事業（文部科学省）」が平成 26

年度よりスタートしました。さらに平成 30年度から、本事業名を「産学官連携及び異分野融合体制強化

による産業動物防疫の地域・国際教育研究拠点の創成とグローバル人材育成事業」とし、CADICに蓄積

された感染症制御技術シーズに基づき、地域の畜産にも貢献しうる家畜飼育環境浄化、食品微生物制御

及び重要伝染病の新規診断・制御技術等の実用化を図りながら、教育・研究基盤の強化を進めてきまし

た。さらに、第 3期中期目標・中期計画の 6年間（平成 28年度～令和 3年度）を見据え、本事業以外の

関連する複数の事業を並行して遂行し、CADICが掲げる畜産フィールドと直結した実践的かつグローバ

ル化時代に対応した防疫戦略構想の構築や産業動物防疫に関する世界水準の共同利用・共同研究体制の

構築に向け、尽力しております。 

平成 31 年度（令和元年度）は、主に以下の活動を実施し、CADIC の機能強化に繋げました。事

業の最終年度となった日本学術振興会（JSPS）研究拠点形成事業「ハブ拠点との連携による東南アジア

地域の畜産の生産性向上と産業動物防疫体制の強化」では、第 3 回 JSPS 研究拠点形成事業ジョイント

セミナーを宮崎大学で開催しました。日本、タイ、インドネシアの研究者ら約 60名が参加して、重要な

動物感染症制御および食肉の安全性確保に関する研究成果発表と意見交換を行うと共に、本事業の総括

を踏まえ、国際防疫に関する将来構想について協議しました。さらに、令和 2 年度から 5 年間のプロジ

ェクトとして採択された SATREPS (Science and Technology Research Partnership for Sustainable 

Development)事業（国際科学技術共同研究推進事業・地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム：

国立研究開発法人科学技術振興機構/独立行政法人国際協力機構）を進めるための準備活動を行いました。

本事業では、CADIC と学術交流協定を締結したタイの獣医系大学およびタイ農業協同組合省畜産開発局

が連携し、口蹄疫などの重要な越境性感染症の迅速診断法の開発や食肉の安全性確保等に向けた共同技

術開発等を行います。本事業が計画通りに遂行されれば、これまで当センターが進めてきた国際教育・研

究拠点の創成とグローバル人材育成事業が一層推進されるものと期待されます。 

国内においても、昨年度に立ち上げた家畜感染症防疫のための 4 大学産業動物防疫コンソーシアムに

新たに 3大学（岐阜大学家畜衛生地域連携教育研究センター、麻布大学付属動物病院産業動物診療部門、

北海道大学大学院獣医学研究院獣医学部門病原制御学分野寄生虫学教室）が加わっていただいたことで、

防疫分野に関する異分野融合の研究体制が強化されたことは、特筆すべき成果であったと思います。こ

のコンソーシアム活動を通して、防疫に不可欠な応用的新技術の開発や持続的畜産資源確保に貢献しう

る研究を展開したいと考えております。 

今後とも本事業へのご指導、ご鞭撻をお願い申し上げます。 

 

産業動物防疫リサーチセンター 

センター長・教授 三澤 尚明 



－ 目次 － 

 

 

 

令和元年度「産学官連携及び異分野融合体制強化による産業 

動物防疫の地域・国際教育研究拠点の創生とグローバル人材 

育成事業」実施計画書                        1 

 

 

令和元年度 主な活動写真                       5 

  

 

令和元年度 事業報告                         9 

 

 

根拠資料目次                                                      19 

 

 

根拠資料                                                          20 



令和元年度 産学官連携及び異分野融合体制強化による産業動物防疫の地域・
国際教育研究拠点の創生とグローバル人材育成事業   

         
 

実施計画書 

 

【事業目的】 

本事業では、国内に発生のない感染症を迅速かつ的確に診断するとともに、危機管理

対応のできる現場の獣医師の人材育成を目的とし、グローバル化時代に対応した基礎か

ら実践までの（学部、大学院、卒後教育に対応できる）動物感染症防疫高度教育システ

ムを構築する。さらには、国内外の教育研究機関と連携し、情報ネットワークの形成、

日本を含む世界各国のトップサイエンティストとの共同調査研究および研修事業を柱と

した国際防疫コンソーシアム（共同実施体）を構築する。これらにより、感染症の高度

専門家を養成し、世界、特にアジア地域における国際拠点の形成を目指し、経験と知恵

に裏打ちされた理論的かつ合理的な感染症制圧体制の教育啓発が行える日本初の教育・

研究拠点創出に繋げる。その結果として、産業動物防疫関連分野における国内外の政策

リーダーとして、またFAO （国際連合食糧農業機関）、WHO（世界保健機関）、OIE（国

際獣疫事務局）、JICA（独立行政法人国際協力機構）などの国際機関、あるいは発展途

上国政府の統括専門家として、グローバルに活躍できる人材育成を目指す。 

 

 

【令和元年度の計画】 

 

1. 国際防疫コンソーシアム（協力実施体）の構築に関する取り組み 

 

１－A 国際シンポジウムの開催 

目的：畜産物の安全性と信頼性を高める疾病予防に関する研究課題に取り組み、また、

疾病による畜産業の経済的損失の減少対策を検討することを目的とする。 

内容：シンポジウムは、「国境なき家畜伝染病防疫対策の取り組み - 国内での豚コ

レラ発生、そして高まる口蹄疫、アフリカ豚コレラ侵入リスク – 」というテー

マで、宮崎大学創立 330記念交流会館で開催する。 

取り組みの記録：ポスター、プログラム、実施風景 

 

１－B 国際防疫コンソーシアム会議の開催 

目的：国外の研究機関と連携し、情報ネットワークの形成、世界各国のトップサイエ

ンティストとの共同調査研究および研修事業を柱とした国際防疫コンソーシア
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ムを構築する。 

内容：国外の獣医系主要教育研究機関と連携し、口蹄疫、豚コレラや高病原性鳥イン

フルエンザを含む重要家畜感染症の発生・伝播疫学や防疫対策、さらには食肉

の安全性確保をテーマに、情報ネットワーク、共同調査研究および研修教育事

業を柱とした産業動物防疫拠点ネットワークを構築する。  

取り組みの記録：コンソーシアム会議実施風景 

 

１－C 国内産業動物防疫コンソーシアムの構築 

目的：本センター内外の研究機関、教育研究組織または研究者が連携協力して口蹄疫

発生等の有事に備えた国内の共同研究・教育体制、連携出動体制を構築するこ

とを目的とする。 

内容：防疫や家畜感染症に関連する各センターの強みを共有し、口蹄疫等の有事に備

えた国内の共同研究並びに共同教育体制を整備・強化するための取組みについ

て検討する。 

取り組みの記録：シンポジウムポスター、シンポジウム実施風景 

 

1－D 共同利用・共同研究の推進 

目的：本センター内外の研究機関、教育研究組織または研究者が協力して共同利用・

共同研究を推進する。 

内容：公募型プロジェクトとする。国内の大学（宮崎大学を除く）及び国・公立・独

立行政法人の研究機関に属する研究者が、本センターの研究者と共同研究を行

う。今年度の採択件数は 8件程度、１件当たり 25万円とする。選考方法は、外

部評価委員を含めた委員会の書類審査で行う。研究には、当センターの施設・

装置・その他（データベース、バイオリソース等）を利用することを条件とす

る。 

取り組みの記録：採択課題一覧、報告書 

 

２． 防疫研修コース設置による国内獣医師の育成に関する取り組み 

 

2－A 新規および現行教育プログラムを再編したコースワーク設計 

目的：国内に発生のない感染症を迅速かつ的確に診断するとともに、危機管理対応の

できる現場の獣医師の人材育成を目的とし、グローバル化時代に対応した基礎

から実践までの（学部、大学院、卒後教育に対応できる）動物感染症防疫高度

教育システムを構築する。 

内容：認定制度を持つ 2つの研修コースを置く。社会人アドバンス防疫研修コースと
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して、①実践的統計分析コースワーク（CADIC生物統計学講座、リスク分析学）、

②国際防疫コースワーク（国際感染症防疫学：外国、国内人材の英語による講

義）、③防疫対策コースワーク（実習：防疫および家畜のハンドリング）、④検

疫・診断学コースワーク（実習：アドバンス感染症診断）、⑤自己研鑽コースワ

ーク（実習：国際学会での発表・英語ゼミの参加）、大学院生グローバル防疫研

修コースとして、上記①～⑤に加え、⑥農学研究科・国際農学コース（国際防

疫学）、⑦海外実地研修コースワークである。受講対象者は、大学院生、留学生

および社会人獣医師（若手獣医大学教員を含む）とする。研修コースの受講登

録要件として、学部教育において感染症関連科目（基礎獣医学・専門基盤科目、

病態獣医学、応用獣医学、産業動物臨床獣医学、畜産系科目、獣医インターン

シップ、卒業論文）を 50単位以上履修していることとし、留学生については別

途公募要件を定める。社会人はアドバンス防疫研修コースのみの受講とする。

なお、各コースワークを 60％以上参加していただいた方にはコースワークごと

に修了証を交付する。また各コースワーク修了後にコンソーシアム参加機関が

定める達成度評価（認定試験）を行い、基準を満たした受講者には認定書を授

与する。なお、大学院生においては、大学院の感染症関連科目 8 単位以上を取

得することを認定証授与の条件に加える。 

取り組みの記録：開催案内文、実施風景、修了証 

 

2－B 協定校を拠点とした海外実施研修と課題探索（学生公募） 

目的：次世代を担う国際動物防疫専門家を養成するため、国際性のある優れた学生を

育成することを目的として、学生の海外短期留学を支援する。 

内容：宮崎大学の学部生、院生を対象とする。留学対象国は、産業動物防疫リサーチ

センターの学術交流協定締機関（11機関）あるいは宮崎大学の交流協定校（94

校）とする。期間は２週間以上１ヶ月以内とし、補助対象は往復の交通費、滞

在費の一部とする。選考方法は、応募書類による審査後、面接を行って決定す

る。なお、留学実施者については、コースワーク（２コースワーク/年以上）お

よび本件留学生を対象とした語学教育センターの英語ゼミへ参加することを条

件とする。 

取り組みの記録：公募要領・応募申請書、留学生による報告書、留学生アンケート 

 

３． 国際貢献プログラムによる海外獣医師の育成に関する取り組み 

3－A JICA研修事業のフォローアップ 

目的：平成 24～26年に宮崎大学で実施された JICA研修事業（口蹄疫等の越境性海外

伝染病が発生した場合の開発途上各国における感染症対策に関する事業）後の
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フォローアップを行う。 

内容：JICA研修事業の参加者の国へ行き、越境性海外伝染病が発生した場合の１）感

染ルートの解明や拡大予想を行う疫学解析、および防疫措置や再発止を講じる

ことのでき危機管理能力、２）殺処分した家畜の埋却に伴う環境汚染対策 、３）

発生後の畜産基盤安定化施策についての研修を実施する。 

 

４． 産学官連携及び異分野融合耐性強化による感染症制御技術シーズの社会実装と地域創

生に関する取り組み 

4－A 技術シーズの実用化 

目的：産業動物感染症制御技術に関する課題について、産学連携及び異分野融合体制

のもとで共同研究を実施し、技術シーズの実用化を目指す。 

内容：下記３つの課題を進め、地域及び国際貢献に繋がる研究を推進する。 

課題 1：家畜飼育環境の浄化装置の開発（自然素材を用いた畜舎環境浄化技術等） 

課題 2：地域で問題となっている人獣共通感染症制圧に向けた異分野融合研究 

課題 3：牛白血病の清浄化プログラムの開発 

 

５.  その他 

5－A 外部資金の獲得 

目的：国際研究・人材育成拠点形成のため、外部資金を獲得する。 

内容：国内、国際コンソーシアム参加機関と外部資金獲得のための申請を行う。また、

昨年度採択された日本学術振興会（JSPS）研究拠点形成事業「ハブ拠点との連

携による東南アジア地域の畜産の生産性向上と産業動物防疫体制の強化」の 3

年目を実施する。また独立行政法人科学技術振興機構の「日本・アジア青少年

サイエンス交流事業（さくらサイエンスプラン）」を申請する。 

取り組みの記録：JSPSジョイントセミナーポスター、実施風景、さくらサイエンスプ

ラン交流事業申請書 

 

5－B ビジュアル教材の作成 

目的：オンラインで利用可能なビジュアル教材のシステムを構築する。 

内容：海外から本学を訪問した研究者による英語講演や日本人講師の英語発表を

録画し、著作権の許諾処理後、教材として利用できるようなシステムを構築

する。教材にはクイズを追加し、理解度チェック・英語リスニングのチェッ

クを行えるようにし、学生の学習に活用する。 
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第 9 回 CADIC 国際シンポジウム 

国境なき家畜伝染病防疫対策の取り組み 

- 国内での豚コレラ発生、そして高まる口蹄疫、アフリカ豚コレラ侵入リスク  – 

日時：2019 年 12 月 3 日 9：45～16：00 

場所：宮崎大学創立 330 記念交流会館（木花キャンパス） 

 

 

 

令和元年　活動写真（1）
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グローバル動物感染症防疫専門家育成教育プログラム 

検疫・診断コースワーク（トリヒナの検査法） 

 

検疫診断コースワーク（国際重要伝染病、口蹄疫、アフリカ豚コレラと豚コレラについて） 

 

令和元年　活動写真（2）
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協定校を拠点とした海外実施研修（学生の短期留学支援） 

1) ハサヌディーン大学（インドネシア） 

   

 

2) IPB 大学（インドネシア） 

   

   

令和元年　活動写真（3）
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独立行政法人科学技術新興機構「日本・アジア青少年サイエンス交流事業（さくらサイエン

スプラン）」 

「アジア地域の越境性感染症制御に関するグローバル人材育成」 

招へい国：インドネシア 

   

獣医学科前                講義 

  

口蹄疫メモリアルセンター         口蹄疫メモリアルセンター  

  

茶道体験                交流セミナー             
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1. 国際防疫コンソーシアム（協力実施体）の構築に関する取り組み

2. 防疫研修コース設置による国内獣医師の育成に関する取り組み

3. 国際貢献プログラムによる海外獣医師の育成に関する取り組み

4. 産学官連携及び異分野融合耐性強化による感染症制御技術シーズの社会実装と地域創生に関する取り組み

5. その他

【資料1-A-1】国際シンポジウムポスター

【資料1-A-2】国際シンポジウムプログラム

【資料1-A-3】国際シンポジウム実施風景

進捗状況 区　　　　　　　　　　分

Ⅲ
Ⅳ　年度計画を上回って実施した Ⅲ　年度計画を十分に実施した

Ⅱ　年度計画を十分には実施しなかった Ⅰ　年度計画を実施しなかった

事　　　業　　　計　　　画

●　目的

　昨年26年ぶりに国内で豚コレラが発生し、現在までに6県（岐阜県、愛知県、三重県、福井県、埼玉県及び長野県）の養豚場で発生が確認

されている。さらに、これまでアジアでは問題となっていなかったアフリカ豚コレラの発生が2018年8月に中国で確認され、1年足らずの間にモンゴル、ベ

トナム、カンボジア、北朝鮮、ラオス、ミャンマー、東チモールおよびフィリピンに拡大した。さらに、2019年9月には、近隣の韓国においてもその発生が報

告sあれ、日本への感染侵入リスクが高まっており、警戒を強めている。2010年の宮崎県で発生した口蹄疫の教訓を今こと生かし、あのような悲劇を

絶対に繰り返さないためにも、防疫体制の強化と新規対策につながる研究開発に全力を注がなければいけない。このような状況の中、本シンポジウ

ムは、現在発生している、または発生する可能性のある重要悪性家畜感染症の撲滅を地球規模課題として捉え、国際共同研究を通じて課題解

決に資する持続的防疫活動体制の構築を図るために開催する。

●　内容

　シンポジウムは、「国境なき家畜伝染病防疫対策の取り組み　- 国内での豚コレラ発生、そして高まる口蹄疫、アフリカ豚コレラ侵入リスク  – 」とい

うテーマで、宮崎大学創立330記念交流会館で開催する。

自　　己　　点　　検　　・　　評　　価

①計画を達成するための具体的な取り組み

　第1部では、「日本が抱える問題：重要家畜感染症コントロール及び防疫対策」と題し、国際獣疫事務局（OIE)の釘田先生、農研機構動物

衛生研究部門の森岡先生、チュラロンコン大学（タイ）のAchariya先生、IPB大学（インドネシア）のBambang先生を招へいし、英語による講

演を行った。第2部は、「日本の豚コレラ、そして世界のアフリカ豚コレラの現状」と題し、岐阜大学の猪島先生、パーブライト研究所（英国）の

Julian先生に豚コレラについて、また坂本特別教授、カンザス州立大学（USA)のNatasha先生にアフリカ豚コレラについてご講演いただいた。

②本年度の取り組みの評価（成果や課題などを具体的に記載）

　これまでのシンポジウムではすべて英語による講演であったが、本年度は宮崎での開催ということもあり、多くの方に参加していただけるよう日本語の

スライドも準備し、多くの方に理解していただけるよう工夫した。県内外から120名程度の参加があった。

③来年度の展望

　来年度も宮崎開催を予定している。

根拠資料

産学官連携及び異分野融合体制強化による産業動物防疫の地域・国際教育研究拠点の創生とグローバル人材育成事業

令和元年度　事業報告

事業番号 実施事項

国際防疫コンソーシアム（協力実施体）の構築に関する取り組み　1-A 国際シンポジウムの開催
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1. 国際防疫コンソーシアム（協力実施体）の構築に関する取り組み

2. 防疫研修コース設置による国内獣医師の育成に関する取り組み

3. 国際貢献プログラムによる海外獣医師の育成に関する取り組み

4. 産学官連携及び異分野融合耐性強化による感染症制御技術シーズの社会実装と地域創生に関する取り組み

5. その他

【資料1-B-1】コンソーシアム協議計画

【資料1-B-2】コンソーシアム会議実施風景

　

進捗状況 区　　　　　　　　　　分

Ⅲ
Ⅳ　年度計画を上回って実施した Ⅲ　年度計画を十分に実施した

Ⅱ　年度計画を十分には実施しなかった Ⅰ　年度計画を実施しなかった

事　　　業　　　計　　　画

●　目的

　国外の研究機関と連携し、情報ネットワークの形成、世界各国のトップサイエンティストとの共同調査研究および研修事業を柱とした国際防疫コン

ソーシアムを構築する。

●　内容

　国外の獣医系主要教育研究機関と連携し、口蹄疫や高病原性鳥インフルエンザを含む重要家畜感染症の発生・伝播疫学や防疫対策、さらに

は食肉の安全性確保をテーマに、情報ネットワーク、共同調査研究および研修教育事業を柱とした産業動物防疫拠点ネットワークを構築する。

自　　己　　点　　検　　・　　評　　価

①計画を達成するための具体的な取り組み

　国際シンポジウム開催期間中に、国際獣疫事務局（OIE)の釘田先生、農研機構動物衛生研究部門の森岡先生、チュラロンコン大学（タイ）

のAchariya先生、IPB大学（インドネシア）のBambang先生、岐阜大学の猪島先生、パーブライト研究所（英国）のJulian先生、カンザス州

立大学（USA)のNatasha先生とCADIC構成員にて、流行性家畜感染症への対策について検討した。特に、豚コレラについては日本においても

発生が続いており、英国・米国・タイでの状況を含め、積極的に意見交換を行った。また今後について、共同研究、若手研究者の育成等についても

検討した。

②本年度の取り組みの評価（成果や課題などを具体的に記載）

  コンソーシアム会議では、豚コレラを含め、アフリカ豚コレラ、鳥インフルエンザ、豚流行性下痢症（PED）などの流行性家畜感染症が各国でも問

題になっており、今後も情報共有していくことが確認された。今後も引き続き、情報ネットワークの形成、共同研究、人材育成、教育、研修面におい

て連携していくことが重要である。

③来年度の展望

　来年度も国際シンポジウム開催に合わせ、コンソーシアム会議を開催する。

産学官連携及び異分野融合体制強化による産業動物防疫の地域・国際教育研究拠点の創生とグローバル人材育成事業

令和元年度　事業報告

事業番号 実施事項

国際防疫コンソーシアム（協力実施体）の構築に関する取り組み　1-B 国際防疫コンソーシアム会議の開催
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1. 国際防疫コンソーシアム（協力実施体）の構築に関する取り組み

2. 防疫研修コース設置による国内獣医師の育成に関する取り組み

3. 国際貢献プログラムによる海外獣医師の育成に関する取り組み

4. 産学官連携及び異分野融合耐性強化による感染症制御技術シーズの社会実装と地域創生に関する取り組み

5. その他

産学官連携及び異分野融合体制強化による産業動物防疫の地域・国際教育研究拠点の創生とグローバル人材育成事業

令和元年度　事業報告

事業番号 実施事項

国際防疫コンソーシアム（協力実施体）の構築に関する取り組み　1-C 国内産業動物防疫コンソーシアムの構築

事　　　業　　　計　　　画

●　目的

　本センター内外の研究機関、教育研究組織または研究者が連携協力して口蹄疫発生等の有事に備えた国内の共同研究・教育体制、連携出

動体制を構築することを目的とする。

●　内容

　防疫や家畜感染症に関連する各センターの強みを共有し、口蹄疫等の有事に備えた国内の共同研究並びに共同教育体制を整備・強化するた

めの取組みについて検討する。

自　　己　　点　　検　　・　　評　　価

①計画を達成するための具体的な取り組み

　産業動物防疫コンソーシアムの会員機関による第2回防疫コンソーシアム会議を東京農工大学で開催した（7月25日）。各大学による研究発

表後、情報交換を行った。特別講演として富山県立大学の鎌倉昌樹先生にご講演いただいた。また宮崎大学人獣共通感染症教育・研究プロ

ジェクト主催の感染症サイエンスキャンプをこの産業動物防疫コンソーシアムの共同教育プロジェクトの開拓事業と位置付け、宮崎大学農学部獣医

学科の感染症系研究室の学生（学部生、大学院生）のほか、コンソーシアム参加大学（鳥取大学、鹿児島大学、東京農工大学）の獣医学

科学部学生が参加した（9月19日～21日）。キャンプでは、参加型ワークショップやセミナーを多く取り入れたプログラムを実施した。

②本年度の取り組みの評価（成果や課題などを具体的に記載）

　産業動物防疫コンソーシアムの会員機関（宮崎大学CADIC、東京農工大学CEPIA、鳥取大学AZRC、鹿児島大学TAD）に加え、本年度

から岐阜大学（家畜衛生地域連携教育研究センター）、麻布大学（付属動物病院産業動物診療部門）、北海道大学（大学院獣医学研

究院獣医学部門病原制御学分野寄生虫学教室）が会員機関に加わった。産業動物の国内拠点としての機能強化のため、7大学の研究機関と

産業動物防疫コンソーシアムを構築することができた。今後、引き続き大学の枠を越えて、教育・研究連携を進めていく。

③来年度の展望

　さらに参加機関を増やし、有事に備えた国内の共同研究体制と連携出動体制を整備する。来年度は鹿児島大学TADでシンポジウムを行う。

【資料1-C-1】シンポジウムポスター

【資料1-C-2】シンポジウム実施風景

【資料1-C-3】産業動物防疫コンソーシアム規約

進捗状況 区　　　　　　　　　　分

Ⅲ
Ⅳ　年度計画を上回って実施した Ⅲ　年度計画を十分に実施した

Ⅱ　年度計画を十分には実施しなかった Ⅰ　年度計画を実施しなかった
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1. 国際防疫コンソーシアム（協力実施体）の構築に関する取り組み

2. 防疫研修コース設置による国内獣医師の育成に関する取り組み

3. 国際貢献プログラムによる海外獣医師の育成に関する取り組み

4. 産学官連携及び異分野融合耐性強化による感染症制御技術シーズの社会実装と地域創生に関する取り組み

5. その他

産学官連携及び異分野融合体制強化による産業動物防疫の地域・国際教育研究拠点の創生とグローバル人材育成事業

令和元年度　事業報告

事業番号 実施事項

国際防疫コンソーシアム（協力実施体）の構築に関する取り組み　1-D 共同利用・共同研究の推進

事　　　業　　　計　　　画

●　目的

　本センター内外の研究機関、教育研究組織または研究者が協力して共同利用・共同研究を推進する。

●　内容

　公募型プロジェクトとする。国内の大学（宮崎大学を除く）及び国・公立・独立行政法人の研究機関に属する研究者が、本センターの研究者と

共同研究を行う。今年度の採択件数は8件程度、１件当たり25万円とする。選考方法は、外部委員を含めたメンバーの書類審査で行う。研究に

は、当センターの施設・装置・その他（データベース、バイオリソース等）を利用することを条件とする。

自　　己　　点　　検　　・　　評　　価

①計画を達成するための具体的な取り組み

　年度前の2月に、主な国内の大学及び国・公立・独立行政法人の研究機関に公募要領を送付し、共同研究の課題を募集した。またホームペー

ジにて公募要領を公開した。申請にあたっては事前に本センター受入教員と十分な打ち合わせを行っていただいた。

②本年度の取り組みの評価（成果や課題などを具体的に記載）

　8件の応募があり、外部委員を含めた宮崎大学産業動物防疫リサーチセンター共同利用・共同研究拠点共同研究委員会の審査によって、8件

が採択された。研究の成果は、学会発表や論文等で公開すると共に、実施報告書としてまとめた。

③来年度の展望

　来年度も公募型プロジェクトとして共同利用・共同研究を推進する。

根拠資料

【資料1-D-1】採択課題一覧

【資料1-D-2】報告書

進捗状況 区　　　　　　　　　　分

Ⅲ
Ⅳ　年度計画を上回って実施した Ⅲ　年度計画を十分に実施した

Ⅱ　年度計画を十分には実施しなかった Ⅰ　年度計画を実施しなかった
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1. 国際防疫コンソーシアム（協力実施体）の構築に関する取り組み

2. 防疫研修コース設置による国内獣医師の育成に関する取り組み

3. 国際貢献プログラムによる海外獣医師の育成に関する取り組み

4. 産学官連携及び異分野融合耐性強化による感染症制御技術シーズの社会実装と地域創生に関する取り組み

5. その他

【資料2-A-1】コースワーク開催案内

【資料2-A-2】コースワーク実施風景

【資料2-A-3】コースワーク修了証

進捗状況 区　　　　　　　　　　分

Ⅲ
Ⅳ　年度計画を上回って実施した Ⅲ　年度計画を十分に実施した

Ⅱ　年度計画を十分には実施しなかった Ⅰ　年度計画を実施しなかった

事　　　業　　　計　　　画

●　目的

　国内に発生のない感染症を迅速かつ的確に診断するとともに、危機管理対応のできる現場の獣医師の人材育成を目的とし、グローバル化時代に

対応した基礎から実践までの（学部、大学院、卒後教育に対応できる）動物感染症防疫高度教育システムを構築する。

●　内容

　認定制度を持つ2つの研修コースを置く。社会人アドバンス防疫研修コースとして、①実践的統計分析コースワーク（CADIC生物統計学講座、リ

スク分析学）、②国際防疫コースワーク（国際感染症防疫学：外国、国内人材の英語による講義）、③防疫対策コースワーク（実習：防疫お

よび家畜のハンドリング）、④検疫・診断学コースワーク（実習：アドバンス感染症診断）、⑤自己研鑽コースワーク（実習：国際学会での発

表・英語ゼミの参加）、大学院生グローバル防疫研修コースとして、上記①～⑤に加え、⑥農学研究科・国際農学コース（国際防疫学）、⑦海

外実地研修コースワークである。受講対象者は、大学院生、留学生および社会人獣医師（若手獣医大学教員を含む）とする。研修コースの受

講登録要件として、学部教育において感染症関連科目（基礎獣医学・専門基盤科目、病態獣医学、応用獣医学、産業動物臨床獣医学、畜

産系科目、獣医インターンシップ、卒業論文）を50単位以上履修していることとし、留学生については別途公募要件を定める。社会人はアドバンス

防疫研修コースのみの受講とする。なお、各コースワークを60％以上参加していただいた方にはコースワークごとに修了証を交付する。また各コース

ワーク修了後にコンソーシアム参加機関が定める達成度評価（認定試験）を行い、基準を満たした受講者には認定書を授与する。なお、大学院

生においては、大学院の感染症関連科目8単位以上を取得することを認定証授与の条件に加える。

自　　己　　点　　検　　・　　評　　価

①計画を達成するための具体的な取り組み

　今年度は社会人アドバンス防疫研修コースの①実践的統計分析コースワーク：CADIC生物統計学講座（前期と後期で年2回実施、各日本

語、英語で開催するため合計4回）、リスク分析学（アンケートデータ分析の初心者向け入門講座）、②国際防疫コースワーク（外国人講師に

よるワークショップと外国人2名と日本人講師1名による講義）、③防疫対策コースワーク（牛のハンドリング）、④検疫・診断学コースワーク（年6

回の講義・実習）、大学院生グローバル防疫研修コースの⑥農学研究科・国際農学コース（国際防疫学）を実施した。あらかじめ、学内、県、

畜産関係に広報を行い、参加者を募った。また今年度より、⑥農学研究科・国際農学コース（国際防疫学）以外については、一部の受講生を除

き、受講料を徴収することになった。

　

②本年度の取り組みの評価（成果や課題などを具体的に記載）

　各コースワークには、本学の留学生、大学院生、また学外からも社会人の参加があり、参加者は述べ257名であった。6割以上出席した参加者

（①実践的統計分析学コースワーク・リスク分析学4名、②国際防疫コースワーク15名、③防疫対策コースワーク5名、④検疫・診断コースワーク4

名）に修了証を発行した。また①実践的統計分析学コースワークのCADIC生物統計学講座については、参加者がオンラインによる試験を受け、そ

の試験に合格した4名に修了証を発行した。合計23の修了証が交付された。

③来年度の展望

　来年度も同様に実施する。

産学官連携及び異分野融合体制強化による産業動物防疫の地域・国際教育研究拠点の創生とグローバル人材育成事業

令和元年度　事業報告

事業番号 実施事項

防疫研修コース設置による国内獣医師の育成に関する取り組み　2-A 新規および現行教育プログラムを再編したコースワーク設計
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1. 国際防疫コンソーシアム（協力実施体）の構築に関する取り組み

2. 防疫研修コース設置による国内獣医師の育成に関する取り組み

3. 国際貢献プログラムによる海外獣医師の育成に関する取り組み

4. 産学官連携及び異分野融合耐性強化による感染症制御技術シーズの社会実装と地域創生に関する取り組み

5. その他

産学官連携及び異分野融合体制強化による産業動物防疫の地域・国際教育研究拠点の創生とグローバル人材育成事業

令和元年度　事業報告

【資料2-B-1】公募要領・応募申請書

【資料2-B-2】短期留学報告書

【資料2-B-3】終了後アンケート集計結果

進捗状況 区　　　　　　　　　　分

事業番号 実施事項

防疫研修コース設置による国内獣医師の育成に関する取り組み　2-B 協定校を拠点とした海外実施研修と課題探索（学生公募）

事　　　業　　　計　　　画

●　目的

　次世代を担う国際動物防疫専門家を養成するため、国際性のある優れた学生を育成することを目的として、学生の海外短期留学を支援する。

●　内容

　宮崎大学の学部生（4, 5, 6年生）、院生を対象とする。留学対象校（国）は、産業動物防疫リサーチセンターの学術交流協定締機関（11

機関）あるいは宮崎大学の交流協定校（94校）とする。期間は２週間以上１ヶ月以内とし、補助対象は往復の交通費、滞在費の一部とす

る。選考方法は、応募書類による審査後、面接を行って決定する。なお、留学実施者については、コースワーク（２コースワーク/年以上）および本

件留学生を対象とした語学教育センターの英語ゼミへ参加することを条件とする。

自　　己　　点　　検　　・　　評　　価

①計画を達成するための具体的な取り組み

　短期留学は夏休みに実施することを予想し、4月下旬に短期留学説明会の案内告知を行い、説明会を開催した。6月上旬にCADIC部門長に

よる面接を行い、候補学生を選抜した。

②本年度の取り組みの評価（成果や課題などを具体的に記載）

　説明会には獣医学科の学生・大学院生11名の参加があり、そのうち応募者は5名であった。昨年同様、留学先でのスケジュールや研修内容等の

調整については、留学生が自ら進んで行い、指導教員もしくはCADIC教員が補助を行った。応募者3名はすべて採用され、1名がハサヌディン大学

（インドネシア）、2名がボゴール農科大学（インドネシア）、1名がベトナム国家農業大学（ベトナム）へ夏休みを利用して留学した。1名につい

ては春休みを利用してミャンマーへ留学する予定であったが新型コロナウイルス感染症 (COVID-19)のため、来年度に延期となった。また留学報告

会についても延期となった。

③来年度の展望

　実施を予定しているが、新型コロナウイルス感染症 (COVID-19)により海外渡航が難しい場合は中止を検討する。

根拠資料

Ⅱ
Ⅳ　年度計画を上回って実施した Ⅲ　年度計画を十分に実施した

Ⅱ　年度計画を十分には実施しなかった Ⅰ　年度計画を実施しなかった
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1. 国際防疫コンソーシアム（協力実施体）の構築に関する取り組み

2. 防疫研修コース設置による国内獣医師の育成に関する取り組み

3. 国際貢献プログラムによる海外獣医師の育成に関する取り組み

4. 産学官連携及び異分野融合耐性強化による感染症制御技術シーズの社会実装と地域創生に関する取り組み

5. その他

進捗状況 区　　　　　　　　　　分

Ⅱ
Ⅳ　年度計画を上回って実施した Ⅲ　年度計画を十分に実施した

Ⅱ　年度計画を十分には実施しなかった Ⅰ　年度計画を実施しなかった

事　　　業　　　計　　　画

●　目的

　平成24～26年に宮崎大学で実施されたJICA研修事業（口蹄疫等の越境性海外伝染病が発生した場合の開発途上各国における感染症対

策に関する事業）後のフォローアップを行う。

●　内容

　JICA研修事業の参加者の国へ行き、越境性海外伝染病が発生した場合の１）感染ルー トの解明や拡大予想を行う疫学解析、および防疫

措置や再発止を講じることのでき危機管理能力、２）殺処分した家畜の埋却に伴う環境汚染対策 、３）発生後の畜産基盤安定化施策につい

ての研修を実施する。

自　　己　　点　　検　　・　　評　　価

①計画を達成するための具体的な取り組み

　日本学術振興会（JSPS）研究拠点形成事業「ハブ拠点との連携による東南アジア地域の畜産の生産性向上と産業動物防疫体制の強化」の

最終年度の実施、独立行政法人科学技術振興機構の「日本・アジア青少年サイエンス交流事業（さくらサイエンスプラン）」で採用された「アジア

地域の越境性感染症制御に関するグローバル人材育成」を実施した。

②本年度の取り組みの評価（成果や課題などを具体的に記載）

　JICA研修事業の参加者の国でのフォローアップは実施できなかったが、日本学術振興会（JSPS）研究拠点形成事業やさくらサイエンスプランを

通して、今年度もタイ・インドネシアとの共同研究・教育・研修面で交流を深め、重要家畜感染症診断システムについての開発・評価について検討し

た。またボゴール農科（IPB）大学から若手研修者を1名招へいし、宮崎大学にて、約2週間、遺伝子解析についての研修を行った。さらにタイ・マヒ

ドン大学とチェンマイ大学からは若手教員2名を受け入れ、宮崎大学学部生、大学院生へ向けた「感染症の数理モデルに関するワークショップ」の開

催、またタイで発生した口蹄疫の疫学研究について講義をしていただいた。

③来年度の展望

　開発途上国における感染症対策に関する事業を展開するため、平成24～26年のJICA研修事業で得たネットワークを利用して、引き続きフォ

ローアップを行う。

根拠資料

産学官連携及び異分野融合体制強化による産業動物防疫の地域・国際教育研究拠点の創生とグローバル人材育成事業

令和元年度　事業報告

事業番号 実施事項

国際貢献プログラムによる海外獣医師の育成に関する取り組み　3-A JICA研修事業のフォローアップ
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1. 国際防疫コンソーシアム（協力実施体）の構築に関する取り組み

2. 防疫研修コース設置による国内獣医師の育成に関する取り組み

3. 国際貢献プログラムによる海外獣医師の育成に関する取り組み

4. 産学官連携及び異分野融合耐性強化による感染症制御技術シーズの社会実装と地域創生に関する取り組み

5. その他

　4-A

産学官連携及び異分野融合体制強化による産業動物防疫の地域・国際教育研究拠点の創生とグローバル人材育成事業

令和元年度　事業報告

事業番号 実施事項

技術シーズの実用化
産学官連携及び異分野融合耐性強化による感染症制御技術

シーズの社会実装と地域創生に関する取り組み

事　　　業　　　計　　　画

●　目的

　産業動物感染症制御技術に関する課題について、産学連携及び異分野融合体制のもとで共同研究を実施し、技術シーズの実用化を目指す。

●　内容

　下記３つの課題を進め、地域及び国際貢献に繋がる研究を推進する。

　　課題1：家畜飼育環境の浄化装置の開発（自然素材を用いた畜舎環境浄化技術等）

　　課題2：地域で問題となっている人獣共通感染症制圧に向けた異分野融合研究の課題探索

　　課題3：牛白血病の清浄化プログラムの開発

自　　己　　点　　検　　・　　評　　価

①計画を達成するための具体的な取り組み

　火山性土壌中から発見した病原大腸菌を始めとする病原細菌の吸着・殺菌素材を用い、本学のCADIC、工学部、産学地域連携センターによる異分

野融合研究により、畜舎環境の浄化等に応用しうる技術シーズとしてPTC特許出願及び関連する2件の出願を新たに行い、土壌の採取企業とのライセン

ス契約締結及び地元企業との新たな応用技術開発に着手した（課題1）。宮崎県で多発しているダニ媒介性人獣共通感染症である重症熱性血小板

減少症候群(SFTS)の発生を制御するため、CADICが中心となって行政（宮崎県病院、衛生環境研究所）との連携を活性化し、官学による宮崎県

全域におけるSFTS対策に取り組むと共に情報の発信に努めた。さらに、本疾患がダニだけでなく伴侶動物を介して感染拡大することを明らかにし、獣医療

関係者がSFTS感染におけるハイリスク群であること、そのための院内感染対策が必要であることを提言するとともに、啓発セミナーや対策演習を行なった

（課題2）。牛白血病感染牛の発症前のウイルス量を測定し、そのデータに基づいた新たな伝播防止・清浄化モデルの確立は順調に進んでいる。平成

31年度は、宮崎県に加え新たに熊本県の農業協同組合等と連携して牛白血病の清浄化に取組み、実績を上げている。2016年度に55農場あった検

査依頼は、2018年度に約170農場、2019年度は約280農場と着実に増加しており、CADICが国内における牛白血病の診断研究拠点として着実に

認知されつつある（課題3）。

②本年度の取り組みの評価（成果や課題などを具体的に記載）

　3課題ともに十分に実施していると評価できる。加えて、牛白血病清浄化のため、宮崎経済連からの依頼で行っている牛白血病検査は、ELISA検査価

格を昨年度の2,000円から1,200円へ値下げすることにより、検査数増加へ繋げた（PCR検査219検体、ELISA検査4065検体）。また外部受託検

査の依頼数が増加していることを受け、ISO17025の取得に向けた準備の一環として、すでに取得している農研機構動物衛生研究部門から精度管理担

当者を招へいし、セミナーを開催した（5月15日）。

③来年度の展望

　引き続き3つの課題について取り組むことにより、地域貢献及び国際貢献に繋がる研究を推進する。

根拠資料

進捗状況 区　　　　　　　　　　分

Ⅲ
Ⅳ　年度計画を上回って実施した Ⅲ　年度計画を十分に実施した

Ⅱ　年度計画を十分には実施しなかった Ⅰ　年度計画を実施しなかった
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1. 国際防疫コンソーシアム（協力実施体）の構築に関する取り組み

2. 防疫研修コース設置による国内獣医師の育成に関する取り組み

3. 国際貢献プログラムによる海外獣医師の育成に関する取り組み

4. 産学官連携及び異分野融合耐性強化による感染症制御技術シーズの社会実装と地域創生に関する取り組み

5. その他

産学官連携及び異分野融合体制強化による産業動物防疫の地域・国際教育研究拠点の創生とグローバル人材育成事業

令和元年度　事業報告

【資料5-A-1】 JSPSジョイントセミナーポスター

【資料5-A-2】 JSPSジョイントセミナー実施風景

【資料5-A-3】 さくらサイエンスプラン交流事業申請書

進捗状況 区　　　　　　　　　　分

事業番号 実施事項

その他　5-A 外部資金の獲得

●　目的

　国際研究・人材育成拠点形成のため、外部資金を獲得する。

●　内容

　国内、国際コンソーシアム参加機関と外部資金獲得のための申請を行う。また、日本学術振興会（JSPS）研究拠点形成事業「ハブ拠点との

連携による東南アジア地域の畜産の生産性向上と産業動物防疫体制の強化」の最終年度を実施する。独立行政法人科学技術振興機構の「日

本・アジア青少年サイエンス交流事業（さくらサイエンスプラン）」を新規申請する。

自　　己　　点　　検　　・　　評　　価

①計画を達成するための具体的な取り組み

　国内防疫コンソーシアムを構築した東京農工大学CEPIA、鳥取大学AZRC、鹿児島大学TAD、麻生大学、岐阜大学、北海道大学と共同で、

令和2年度日本中央競馬会畜産振興事業「大学連携による家畜防疫に関する知の集積」を申請した。

②本年度の取り組みの評価（成果や課題などを具体的に記載）

　最終年度のJSPS事業では、宮崎大学にて第3回ジョイントセミナーを開催した。Modelling, Multiple diagnosis, Food safetyを3つの柱と

し、各テーマで日本、タイ、インドネシアの講師が発表し、約60名の参加があった。さくらサイエンスプランでは、インドネシアの獣医大学あるいは獣医学

部を送り出し機関として申請し、採択された。12月1日から1週間、インドネシアのIPB大学、ガジャマダ大学、アイルランガ大学、ウダヤナ大学、ヌサ

チェンダナ大学から14名を招聘した。本学の研究環境を見学し、感染症関連の教員による講義、学外視察（口蹄疫メモリアルセンター）を行った。

また文化交流として着物・お茶体験を行った。昨年同様、本学の感染症関連の研究室に所属する学生・留学生を交え、自身の研究についての発

表の場を設け、今後の共同研究へつながるよう意見交換を行った。これを機会に、今後も人材交流を継続しながら国際共同研究等を通じて、国際

防疫活動に貢献できる人材の育成につなげていく必要がある。またタイと東京農工大学CEPIA、鹿児島大学TADとの共同で昨年度申請した、科

学技術新興機構（JST）SATREPS「世界の台所ASEANにおける家畜生産と食品安全に関する新技術導入による畜産革命の推進」が採択さ

れ、令和2年度から開始されることとなった。

③来年度の展望

　引き続き、国内、国際コンソーシアム参加機関と共同で外部資金獲得のための申請を行う。またインドネシアの獣医大学あるいは獣医学部を送り

出し機関とし、さくらサイエンスプランを申請する。

根拠資料

Ⅳ
Ⅳ　年度計画を上回って実施した Ⅲ　年度計画を十分に実施した

Ⅱ　年度計画を十分には実施しなかった Ⅰ　年度計画を実施しなかった
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1. 国際防疫コンソーシアム（協力実施体）の構築に関する取り組み

2. 防疫研修コース設置による国内獣医師の育成に関する取り組み

3. 国際貢献プログラムによる海外獣医師の育成に関する取り組み

4. 産学官連携及び異分野融合耐性強化による感染症制御技術シーズの社会実装と地域創生に関する取り組み

5. その他

産学官連携及び異分野融合体制強化による産業動物防疫の地域・国際教育研究拠点の創生とグローバル人材育成事業

令和元年度　事業報告

事業番号 実施事項

その他　5-Ｂ ビジュアル教材の作成

●　目的

　オンラインで利用可能なビジュアル教材のシステムを構築する。

●　内容

　海外から本学を訪問した研究者による英語講演や日本人講師の英語発表を録画し、著作権の許諾処理後、教材として利用できるようなシステ

ムを構築する。教材にはクイズを追加し、理解度チェック・英語リスニングのチェックを行えるようにし、学生の学習に活用する。

自　　己　　点　　検　　・　　評　　価

①計画を達成するための具体的な取り組み

　今年度は、（1）英語講義動画の教材化を進め、理解度クイズをさらに追加し、（2）獣医学生および農学部生対象の英語講義での実際の

使用を促進した。（1）教材化については、英語講義動画に理解度クイズと新たに34個のクイズを追加し、自習教材化を進めた。（2）また一連

の教材を、基礎教育の学士力発展科目「学術英語基礎」の上級クラスの教材の一つにも位置づけ、語彙学習とプレゼンテーションの構成に関する

自己学習の教材として使用した。

②本年度の取り組みの評価（成果や課題などを具体的に記載）

　自己学習の教材は、74名が利用し、事後アンケートにて、獣医学的な内容に関して「理解できた」「よく理解できた」「とてもよく理解できた」とした獣

医学生は79%おり、システムの操作性については77%が「簡単だった」と答え、78%の利用者が英語リスニングに関して勉強になったと回答するな

ど、教材として一定の効果が確認された。

③来年度の展望

　教材ストックの充実化を進め、より多くのビデオ講義の英語授業における教材活用を進める。また留学生の自主学習用教材としても整備する。それ

らのフィードバックをもとに、海外提携校とのコンテンツの共同利用も進めていく。

根拠資料

進捗状況 区　　　　　　　　　　分

Ⅲ
Ⅳ　年度計画を上回って実施した Ⅲ　年度計画を十分に実施した

Ⅱ　年度計画を十分には実施しなかった Ⅰ　年度計画を実施しなかった
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Program 

 

 

Master of the symposium: Drs. Chiho Kaneko and Takako Taniguchi 

（CADIC University of Miyazaki, Japan） 

 

 

Opening remarks (9:45) 

Masahiro Sakai (Dean, Faculty of Agriculture, University of Miyazaki, Japan) 

 

 

Session 1: Problems Japan is facing: Control and preventive measures against important 

infectious diseases in livestock animals（10:00 - 12:15）  

 Chairperson：Masuo Sueyoshi （CADIC, University of Miyazaki, Japan） 

 

1. Current status of international efforts for controlling transboundary infectious 

diseases in livestock animals 

Hirofumi Kugita  (OIE Regional Representative for Asia and the Pacific, Japan) 

 

2. Introduction of foot-and-mouth disease research in NIAH Japan 

Kazuki Morioka  (National Institute of Animals, Japan) 

 

 Coffee Break (15 min) 

 

3. National foot-and-mouth disease control situation in Myanmar 

Khin Ohnmar Lwin  (Ministry of Agriculture, Livestock and Irrigation, Myanmar) 

 

4. ASF’s crisis in South East Asia; An update scenario in Thailand 

Achariya Sailasuta ( Chulalongkorn University, Thailand)  

 

5. Recent condition and its complexity of rabies eradication program in Indonesia 

Bambang Pontjo Priosoeryanto  (IPB University, Indonesia) 

         

Lunch 12:20～13：00  

 

 

■

【1-A-2】国際シンポジウムプログラム
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Session 2: Situation of classical swine fever in Japan and African swine fever in the 

world, 13:10 – 15:25 

 Chairperson：Junzo Norimine （CADIC, University of Miyazaki, Japan） 

 

1. Outbreaks of classical swine fever in Gifu and the contribution of Gifu University to 

Gifu Prefecture 

Yasuo Inoshima  (Gifu University, Japan) 

 

2. The N-terminal autoprotease of classical swine fever virus 

Julian Seago  (Pirbright Institute, England) 

 

 Coffee break (15min) 

 

3. The Situation of African Swine Fever in Asia 

Kenichi Sakamoto (CADIC, University of Miyazaki, Japan)  

 

4. Development of vaccines and point-of-care diagnostics for African Swine Fever 

Natasha N. Gaudreault  (Kansas State University, USA) 

 

 

Closing remarks (15:30) 

Naoaki Misawa (Director, CADIC, University of Miyazaki) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■

【1-A-2】国際シンポジウムプログラム
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第 9 回国際シンポジウム実施風景 

 

 

 

【資料1-A-3】国際シンポジウム実施風景
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国際防疫コンソーシアム会議実施風景 

 

 

 

【資料1-B-1】コンソーシアム会議実施風景

24



 

 タイムスケジュール 

 

 13:00～ 各大学による研究発表 

   （質疑応答込 各大学 30 分） 

 

 16:30～ 情報交換（30 分） 

 

 17:00～ 特別講演  

  「みつばち研究を防疫事業に生かす」 

        富山県立大学 工学部 鎌倉昌樹先生 

       (60 分) 

  

➢ 日時 2019 年 7 月 25 日（木） 

➢ 場所 東京農工大府中地区 50 周年記念ホール 

➢ 問い合わせ先   

東京農工大学 農学部附属 

国際家畜感染症防疫研究教育センター  

０４２－３６７－５７４２ 

yokopig2sato@go.tuat.ac.jp 佐藤まで 

  

 
 

他大学の研究に触れるチャンスです！ 

  是非お気軽にお立ち寄りください。 

 

16:30 休憩（30分） 

 

17:00 特別講演 

－同時開催― 

特別講演 

「ミツバチ研究を 

 防疫事業に生かす」 

富山県立大学 工学部 

鎌倉昌樹先生 

【資料1-C-1】シンポジウムポスター
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防疫コンソーシアムシンポジウム実施風景 
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産業動物防疫コンソーシアム規約 

 

（名 称） 

第１条 この会は、産業動物防疫コンソーシアム（以下「コンソーシアム」という。）と称

する。 

（目 的） 

第２条 コンソーシアムは、連携協力して口蹄疫発生等の有事に備えた国内の共同研究・

教育体制と連携出動体制の構築を目的とする。 

（会 員） 

第３条 コンソーシアムは、我が国の獣医系高等教育機関の組織及び研究機関の組織で、入

会をコンソーシアムに申し出、承認された者を会員とする。 

（連携協力事項） 

第４条 連携協力する事項は、次のとおりとする。 

（１）参加する各機関の職員による共同研究及び教育等に関すること 

（２）その他連携・協力にかかる必要事項 

   （方 法） 

第５条 前条各号に掲げる連携協力に関する事項の具体的な内容については、別途各機関

間で協議の上実施する。 

（役員会） 

第６条 コンソーシアムに役員会を設置し、次に掲げる役員を置く。 

   （１）会長 

   （２）幹事 各組織から１名 

   ２．役員会は、コンソーシアムの目的が効果的に達成されるよう、コンソーシアムの運用

等について必要な協議を行う。 

（事務局） 

第７条 コンソーシアムの事務局は、国立大学法人宮崎大学産業動物防疫リサーチセンタ

ーに置く。 

（その他） 

第８条 本規約に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 

 

附 則 

この規約は、平成 30年 12月７日から実施する。 

 

 

 

 

【資料1-C-3】産業動物防疫コンソーシアム規約
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会員機関一覧 

 

機関名 組織名 備考 参加者数 

宮崎大学 産業動物防疫リサーチセンター  ３２ 

東京農工大学 農学部附属国際家畜感染症防疫研

究教育センター 

 ６ 

鳥取大学 農学部附属鳥類由来人獣共通感染

症疫学研究センター 

 ７ 

鹿児島大学 共同獣医学部附属越境性動物疾病

制御研究センター 

 ６ 

岐阜大学 家畜衛生地域連携教育研究セン

ター 

 ４ 

麻布大学 附属動物病院産業動物診療部門 

 

 １２ 

北海道大学 大学院獣医学研究院獣医学部門

病原制御学分野寄生虫学教室 

 ２ 

※令和元年１２月１８日現在 

【資料1-C-3】産業動物防疫コンソーシアム規約
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2019年 6月 13日 

 

関係者各位 

 

 

 

宮崎大学産業動物防疫リサーチセンター 

センター長 三澤 尚明 

 

 

 

 

  

「グローバル動物感染症防疫専門家育成教育プログラム」の開催について（ご案内） 

 
  

 

皆様におかれましては、益々ご健勝のことと拝察いたします。平素より本学産業動物防疫リサ

ーチセンターの教育・研究にご協力をいただき、感謝申し上げます。 

さて、宮崎大学産業動物防疫リサーチセンターでは、産業動物防疫リサーチセンターの教育基

盤強化による産業動物防疫の地域・国際教育拠点の創成とグローバル人材育成事業の一環として、

「グローバル動物感染症防疫専門家育成教育プログラム」を実施しております。本教育プログラ

ムは、家畜や家禽の安定生産から防疫等に至るまでの一連の過程をグローバルな視点で指導・コ

ーディネートできる防疫専門家の輩出を目的としており、検疫・診断学コースワーク、実践的統

計分析学コースワーク、国際防疫コースワーク、防疫対策コースワークの 4 つのコースワークを

設定しており、別紙のとおり実施致します。なお、コースワークを 60％以上参加していただいた

方にはコースワークごとに修了証を交付いたします。さらに、獣医学部、獣医学科を卒業した方

あるいは感染症関連科目 50単位以上を履修している方で、すべてのコースワークで修了証を取得

した方については、認定試験を受けていただき、合格者には認定証を授与いたします。 
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「グローバル動物感染症防疫専門家育成教育プログラム」 

受講者募集要項 

 

1． プログラムの趣旨 

産業動物防疫リサーチセンターの教育基盤強化による産業動物防疫の地域・国際教育拠

点の創成とグローバル人材育成事業では、国内に発生のない感染症を迅速かつ的確に診断

するとともに、危機管理対応のできる現場の獣医師の人材育成を目的とし、グローバル化

時代に対応した基礎から実践までの動物感染症防疫高度教育システムを構築することを目

的としている。そこでこの「グローバル動物感染症防疫専門家育成教育プログラム」では、

家畜や家禽の安定生産から防疫等に至るまでの一連の過程を、グローバルな視点で指導・

コーディネートできる防疫専門家の輩出のため、4つのコースワーク（検疫・診断学、実践

的統計分析学、国際防疫、防疫対策）を設定した。これらを受講し、認定試験に合格した

受講者には認定証を授与する。 

 

2． 募集内容 

国際防疫コースワーク 

実践的統計分析学コースワーク（リスク分析学） 

検疫診断コースワーク 

防疫対策コースワーク 

 

3． 募集人数 

各 20名程度 

 

4． 修了証、認定証の交付 

 各コースワークについて 60％以上受講していただいた方には修了証を交付する。 

すべてのコースワークを 60％以上受講し、かつ獣医学部、獣医学科を卒業した方あるいは

感染症関連科目 50単位以上を履修している方については、認定試験（ミニテストまたはレ

ポート）を実施し、合格した方には認定証を授与する。 

 

5． コースワーク日程・内容 

◆ 国際防疫コースワーク：国際感覚を備えた防疫専門家の育成（英語での講義） 

 

 

 

 

 

 

◆ 実践的統計分析学コースワーク：リスク分析学  

    

 

 

 

 

【資料2-A-1】コースワーク開催案内 
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◆ 検疫診断コースワーク：検疫・診断に関する高度専門知識と技術の習得 

※詳細な日程は参加希望者と調整して決定する予定です。 

 

◆ 防疫対策コースワーク：現場での産業動物の取り扱いができる技術の習得 
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6． 応募書類の作成・提出方法 

I.提出書類 

様式 1 2019年度「グローバル動物感染症防疫専門家育成教育プログラム」受講申込書 

II.提出期限 

2019年 6月 26日 

III.提出先 

（FAX）  

（E-mail） 

          産業動物防疫リサーチセンター 助教 谷口 喬子 

 

  7．その他 

本件に関するご質問、お問い合わせは以下までお願いいたします。 

【お問い合わせ】 

 担当教員：産業動物防疫リサーチセンター 助教 谷口 喬子 

【資料2-A-1】コースワーク開催案内 
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検疫・診断コースワーク（炭疽実習） 

 

国際防疫コースワーク（Dr. Sakamoto の講義） 

 

【2-A-2】コースワーク実施風景
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CADIC グローバル人材（国際動物防疫専門家）育成事業  

2018年度短期留学報告会、 

2019年度短期留学説明会の開催について（案内） 

 

  産業動物防疫リサーチセンターでは、文部科学省特別経費「産業動物防疫リサーチセンターの教育

基盤強化による産業動物防疫の地域・国際教育拠点の創成とグローバル人材育成事業」の一環として、

タイの協定機関との国際調査研究および共同研究成果を踏まえた実践教育を行うための公募型プロジ

ェクトを実施しました。さらに本学の学部生・大学院生を対象に海外短期留学生を募集し、2018年度

は 3 名の海外留学に対して補助を行いました。つきましては、国際調査研究および共同研究報告会、

短期留学の報告会を下記日程にて実施します。また報告会終了後に、下記要領により外国で研修を受

ける 2019年度の海外短期留学生の募集に関する説明会を実施しますので、興味のある学生・院生諸君

は参加して下さい。 

 

記 

日時：2019年 4月 18日（木）17時〜 

場所：獣医棟１階視聴覚教室 

短期留学報告（1名は就職活動で不在のため発表はありません） 

◆ 植木（微生物 4年）ボゴール農科大学 （インドネシア） 

◆ 臨光（寄生虫 5年） 青海省畜牧獣医科学院 （中国） 

  ※（）は留学時の所属・学年 

海外短期留学生募集要項 

留学目的：国際性のある優れた学生を育成することを目的として、学生の海外短期留学を支援する。 

対象：宮崎大学・学部４, ５, ６年生、院生（本件の目的から外国人留学生は対象外とします） 

留学対象校（国）：産業動物防疫リサーチセンターの学術交流協定締結機関（17機関） 

動物衛生研究所、チュラロンコン大学、マヒドン大学、チェンマイ大学（タイ）、

リエージュ大学（ベルギー）、パープライト研究所（英国）、ミラノ大学（イ

タリア）、ソウル大学（韓国）、アルバータ大学（カナダ）など 

宮崎大学の交流協定機関（94機関） 

カセサート大学（タイ）、ボゴール農業大学（インドネシア）、カンザス州立

大学（米国）など（詳細は説明会にて） 

         ミャンマー（JICA FMD project, 坂本特別教授） 

期間：2週間以上 1ヵ月以内 

補助対象：往復の交通費、滞在費の一部（行き先によって異なるが 15～20万程度を予定） 

条件：指導教員あるいはその他の教員と相談の上、事前に留学先の施設に受入れの内諾を得ること。 

選考方法：応募書類（説明会にて配布）による審査後、面接（5月下旬予定）を行って決定します。 

【資料2-B-1】公募要領・応募申請書
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応募締切：2019年 5月 17日（金）  

（期日までに谷口（獣医棟 4階 417室）に提出して下さい。） 

なお、留学実施者については、グローバル人材育成事業コースワーク（２コースワーク/年以上）およ

び本件留学生を対象とした国際連携センターの英語ゼミへ参加することを条件とします。 

 ※語学教育センターの英語ゼミへは、本件留学生以外でも英語に興味がある人、留学を考えている人

も参加することができます。詳しくは説明会で。 

==================================================== 

問い合せ先 

 産業動物防疫リサーチセンター（獣医棟 4階 414室） 谷口 喬子 

 内線： 

 メール： 

 

グローバル人材育成事業コースワーク 

感染症防疫に関するアドバンス技術の習得と海外で流行する動物伝染病の実態と対策を把握するため

に行われる以下のコースワーク。実施時期は夏休み～後期に予定していますが、詳細は追って連絡し

ます。 

➢ 危機管理コースワーク（高度感染症分析学、リスク分析学） 

➢ 国際防疫コースワーク（国際感染症防疫学：高度外国・国内人材の英語による講義） 

➢ 防疫対策コースワーク（実習：防疫および家畜のハンドリング） 

➢ 検疫・診断コースワーク（実習：アドバンス感染症診断） 

➢ 自己研鑽コースワーク（実習：国際学会での発表・英語ゼミの参加） 

➢ 海外実施研修コースワーク（世界を俯瞰し、課題を解決する能力を養成） 

 

英語ゼミ 

留学予定者には語学教育センターにおいて英語ゼミを実施予定。 

 

【資料2-B-1】公募要領・応募申請書
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　　　　　　CADIC グローバル人材（国際動物防疫専門家）育成事業

　　　　　　　　　　　令和元年度　短期留学　終了後アンケート集計結果

1.　英語セミナーに参加しましたか No：0人 Yes：4人

2.　コースワークに参加しましたか No：0人 Yes：4人

No Yes 平均

4.25

5.00

4.75

4.75

4.50

4.75

4.75

5.00

12.　この短期留学プロジェクトに関して、今後の改善点やその他要望があれば、自由に記載してください。

・特にありません。とても有意義な時間を過ごすことが出来たと思います。
・学生生活で初めて3週間も海外留学出来て、とても有意義な経験となりました。ありがとうございました。
・非常に有意義な短期留学プロジェクトだと思いましたので、予算及び参加可能人数が多くなれば良いと思いま
す。

6.　経費（補助分）は適切でしたか

7.　研究を楽しんで行うことができましたか

8.　今後の研究に役に立ちましたか

9.　新しい知識・情報を得ることができましたか

10.　また海外へ留学したいと思いますか

11.　留学期間中、困ったこと、トラブルになったこと等ありましたら記載してください。

3.　留学目的は達成されましたか

4.　留学先でコミュニケーションはとれましたか

5.　滞在期間は適切でしたか

・インドネシアに着いて1週間ほど経った頃にお腹を壊しひどい下痢になりましたが、現地の方から薬をもらったり
日本から持参した薬を用いたら良くなりました。食事には気をつけた方がいいと思います。その他のトラブルは特
にありませんでした。
・宿泊させていただいたゲストハウスに洗濯機がなく、ランドリーサービスもなかったので、毎日衣類を手洗いした
のは大変でした。
・特にありませんでしたが、蚊等の虫に噛まれる機会が多く、塗り薬を忘れてたのでちょっと困りました。大学の寮
ではお湯が出なくて、ちょっと疲れがたまった気がします。そのせいではないとは思いますが、帰国後に体調を崩
し、病院に行った結果、腸チフスの診断で入院しました。現在は完治してます。

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

1 2 3 4 5

【資料2-B-3】終了後アンケート集計結果
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JSPS ジョイントセミナー実施風景 

 

 

 

【資料5-A-2】JSPSジョイントセミナー実施風景
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令和元年度 宮崎大学機能強化経費事業 

−国際的に卓越した教育研究拠点機能の充実− 

「産学官連携及び異分野融合体制強化による産業動物防疫の地域・

国際教育研究拠点の創生とグローバル人材育成事業」 

 

実施報告書 

 

宮崎大学産業動物防疫リサーチセンター 

運営委員 三澤 尚明（委員長） 

谷口 喬子（プロジェクト助教） 

田上 普美子（事務員） 

発行所  宮崎大学産業動物防疫リサーチセンター 

〒889-2192 宮崎市学園木花台西 1-1 



令和元年度 実施報告書
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産学官連携及び異分野融合体制強化による
産業動物防疫の地域・国際教育研究拠点の創生と

グローバル人材育成事業
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